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680Aリアクトル出荷準備工数の低減

業務は安城工場B201工場の部品受入と完成品出荷になります。1階、3階、5階と離

れた場所で様々な作業のため問題共有が難しく、お互いの作業を理解し活動中です。

サークルレベルは現在Bで、弱点であるX軸を強化しAランクを目指します。

職場を紹介します。先ほども触れた通り1階から5階までを1者から9者までの9人で受

入や出荷を担当しています。今回は5階で行っているリアクトルという製品の出荷準

備をテーマに活動しました。
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ラインバランス表を見ると9者のみが、残業になっていることがわかりました。

9者の作業内訳をパレート図にしたところ、680A出荷準備が24.6％を占め一番多いこと

がわかったのでテーマに取り上げ、工数低減に取り組むことにしました。

出荷準備工程の概要が、ラインからAGVで送られてきた完成品をウォーキーで降ろし、

空箱をウォーキーで運搬台車に載せラインへ送ります。降ろした完成品に客先かんば

んを取り付け。ウォーキーとは歩行操作式フォークリフトの事です。

680A出荷準備の作業内訳をパレート図にしたところ実空運搬が月当たり36.6時間

と全体の46.9％を占めていることがわかったので

「実空運搬に時間が掛かる」 を特性に要因解析を進めることにしました。

2022年3月の680Aリアクトル実空運搬時間月当たり36.6時間を月当たり19.3時間

にするため、2022年4月から2022年7月まで活動しました。

目標の根拠は課目標として定時内で作業完結するためです。

「実空運搬に時間が掛かる」を特性に要因解析を行い、挙げられた要因に重みづけを

行った処「台車と置場で高低差があるためウォーキーを使用」と「台車が空箱置場から

遠い」の2つがあがり、真因候補として検証を行う事にしました

要因①手順を確認すると清掃が終わった空箱を運搬台車に積むためにウォーキーで

50cm上昇させる事が解り使用時間が掛かるため「要対策」としウォーキーを使用せず

に運搬台車に移載する事が出来ないかを検討する事にしました。

要因②「台車が空箱置場から遠い」 を検証しました。★ AGV発着位置から空箱清

掃場まで往復76mもあり歩行時間が掛かっていることがわかったので、

この要因も「要対策」としました。

サークル員全員で対策案を出し、効果、費用、期間、実現性の4項目で評価をしました。

その結果、要因①には「他組で遊休になっている移載機を使用する」、要因②には

「AGVを活用し自動運搬する」を対策案とすることにしました。
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対策案①移載機とはからくりを使って台の上にあるパレットを台車に移載する装置

で、台車を移載機に押し込むとローラーの上をパレットがスライドして台車に移載さ

れます。これを使って空箱を積む事が出来ないかトライした。

トライ結果は見事大成功。清掃した空箱を移載機のパレットに積んでおき、運搬台

車を押し込むことで移載させることができるようになりました。

実空運搬時間も36.6時間から 31.7時間に低減させることができました。

次に対策案②の「AGVを活用し自動運搬する」を実施。しかし、結局は空箱置場ま

で歩行が発生。「AGVが移載までしてくれたらなぁ」とサークル員からの一言でAGV

による自動移載・自動搬送をトライすることにしました。

このようにAGVごと移載機に押し込ませ、運搬台車に移載後、進行方向を変えて

そのままラインまで運搬することができないかトライをしました。ところが！

移載の際に台車に載り切らない事がありました。人による移載とAGVによる移載を

比較してみるとAGVによる移載では「再押し込み」をしていないので、ローラーとパ

レットが干渉して載り切らないことがわかり再検討しました。

原因がローラーとパレットの干渉という事がわかったので、移載機のローラーを

10cmカットして再トライを実施すると、再押し込みしなくても乗り継ぐことができAGV

で移載を自動でできるようになりました。ところが！

運搬時に異常が発生！走行時にAGVが減速した際に台車だけ離脱してしまう現象

が発生しました。よし、調査対策だ！
調査をすると、AGVが台車と連結する際、通常時はAGVのピンが連結部にはまって

から移動を開始しますが、失敗時はピンが下がり切らず連結できないまま発車す

るため AGV停車時に台車だけ移動してしまう事がわかりました。
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台車停車位置の床にストッパーを設置し、ピンが受けにはまってから走行する事が

できるようになりました。2つの問題を解消しAGVによる「自動運搬・自動移載」ができ

るようになり運搬歩行距離は76ｍから0ｍにできました。

AGVが運搬台車を移載機に押し当てると、移載機の上のパレットがスライドして運

搬台車に移載されます。その後運搬台車の下でAGVが進行方向を変え進みます

がストッパーで、ピンをはめてから走行するようになっています。

対策案の実施のまとめ

運搬作業を自動化したことにより手順の④から⑥までを廃止。直当たり30分の低減

をすることが出来、また、作業動線も短縮することができました。

対策前月当たり36.6時間あった実空運搬の作業時間を20時間低減の 16.6時間に

することができ、目標を達成することができました。

また、目標の根拠でもあった「全員定時」も達成することができました。

今回の活動によりQCの知識が高まり、弱点だったX軸も強化されました。

サークル員のレベルアップによりサークルのレベルもBからAに昇格することができま

した。

標準化と管理の定着

5W1Hで対策実施事項の標準化と管理の定着を実施し後戻りしないしくみを作りま

した。

AGVを活用した自動化に取り組み、サークル員全員に設備への知識が向上し、移載

機の自動化ではトライ＆エラーを繰り返し、活発な活動が出来ました。

今後の進め方はAGVを活用した改善が出来る様になったので、「運ぶだけ」から「自

動化」ができる様なAGV改善に取り組んで行きます。
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